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会計理論分析 2020 シラバス・予定など 

椎葉 淳 

作成：2020 年 4 月 13 日月曜 

 

・シラバス：遠隔授業となったため一部［変更］がありますので注意してください。 

授業の目的

と概要 

アカデミックな領域での会計研究における最近の主要論点を理解し，かつこれらの論点の具体的な

分析方法の基礎を学ぶ。この授業では特に，ミクロ経済学を応用した会計理論研究に焦点をあてる。 

履 修 条 件 ・

受講条件 

会計について基礎的な理解をしていること。また，大学院開講科目のミクロ経済学（特にゲーム理論）

に関する知識を習得しているか，同時に履修・学習していること。 

授業計画／

Class Plan 

会計理論研究において用いられる代表的なミクロ経済学のモデルを解説する。その後，受講生に論

文を割り当て報告してもらう。論文は主として，会計分野の主要ジャーナルである，The Accounting 

Review ， Journal of Accounting Research ， Journal of Accounting and Economics ， Contemporary 

Accounting Research，Review of Accounting Studies などから選択する。 

授業外にお

ける学習 

全体のおよそ半分は受講生に論文を割り当て報告してもらうので，担当論文を読んで報告準備する

こと。 ［変更］→金曜 24:00 までに課題を提出すること。 

教科書・教材

／Textbooks 
なし。必要な資料は配布する。 

参考文献／

Reference 

Christensen, J. A. and J. S. Demski. 2002. Accounting Theory: An Information Content Perspective. Irwin. 

Christensen，P. 0. and G. A. Feltham. Economics of Accounting，Volume I: Information in Markets. 

Kluwer Academic Publishers. 2002. 

Christensen，P. 0. and G. A. Feltham．Economics of Accounting，Volume II: Performance Evaluation．

Kluwer Academic Publishers. 2005. 

Scott, W. R. 2015. Financial Accounting Theory, 7th. Pearson Education Canada, Inc., Toronto, Ontario.

（太田康広・椎葉淳・西谷順平訳『財務会計の理論と実証』（原著 4 版）中央経済社。2008 年。） 

椎葉淳・高尾裕二・上枝正幸著『会計ディスクロージャーの経済分析』同文館。2010 年。 

成績評価 
成績評価は，授業での報告と課題提出（1,2 回）に基づく。［変更］→毎回課される課題に基づく。ただ

し，教室での授業が可能になれば，授業参加者に報告してもらう。 

コ メ ン ト ／

Other 

Remarks 

取り上げるトピックについては受講生と相談の上，内容を変更する可能性がある。第 1 回目の授業に

必ず出席してほしい。第 1 回目の授業に出席できない場合，メールなどで連絡すること。 

 

・TOPIC 候補（#1 は確定。#2 以降は受講者の希望をみて，あと 2 つか 3 つを選択。） 

#1: 利益マネジメント（不正会計・粉飾決算も似た内容） 

#2: 契約理論（経営者報酬契約における会計情報の役割など会計研究での応用中心） 

#3: 企業価値評価（会計情報を用いた企業価値評価） 

#4: アセットプライシング（会計情報を用いたアセットプライシング） 

#5: 情報開示（ゲーム理論などを用いた会計情報の開示選択の分析） 

#6: 戦略的監査論（ゲーム理論を用いた監査の分析） 

#7: 取引記録分析（仕訳の情報を用いた数理分析，行列を使います） 
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・予定（進捗スピードにより変更の可能性あり）   

 日にち 内容 
関連文献（★★★：強く推奨，★★：部

分的に強く推奨，★：参考） 

1 4 月 13 日 
イントロダクション 

★★★：太田 2010 

★★：CGGT2016, CC2016 （ざっと） 

TOPIC#1：確率統計に関する準備 ★：椎葉他 2010（数学付録） 

2 4 月 20 日 TOPIC#1：基本モデル，FV2000 モデル 
★★★：FV2000 

★★：Stein1989（モデルの前まで） 

3 4 月 27 日 TOPIC#1：FV2000 モデル ★★★：FV2000 

－ 5 月 4 日 （祝日のため授業なし）  

4 5 月 11 日 TOPIC#1：FV2000 の応用研究 

★★：FZZ2018（モデルまで） 

★：AK2018 

★：BCLL2020 

5 5 月 18 日 TOPIC#1：DS2004 モデル ★★：DS2004（モデルの設定まで） 

6 5 月 25 日 TOPIC#1：DS2004 の応用研究 ★★：BGM2019（モデルまで） 

7 6 月 1 日   

8 6 月 8 日   

9 6 月 15 日   

10 6 月 22 日   

11 6 月 29 日   

12 7 月 6 日   

13 7 月 13 日   

14 7 月 20 日   

15 7 月 27 日   

 各回の課題は金曜 24:00 までに提出すること 
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・文献 

TOPIC 略称 論文 

#0 太田 2010 太田康広「分析的会計研究へのいざない」，太田康広編, 2010. 『分析的会計研

究』第 1 章所収． 

#0 CGGT2016 Chen, Q., J. Gerakos, V. Glode, and D. J. Taylor, 2016. “Thoughts on the Divide between 
Theoretical and Empirical Research in Accounting,” Journal of Financial Reporting 
1(2), pp. 47–58. 

#0 CC2016 Caskey, J., and C. Corona, 2016. “Commentary on: Thoughts on the Divide between 
Theoretical and Empirical Research in Accounting,” Journal of Financial Reporting 
1(2), pp. 59–64. 

#0 椎葉他 2010 椎葉淳・高尾裕二・上枝正幸著, 2010.『会計ディスクロージャーの経済分析』同

文館． 

#1 Stein1989 Stein, J. C., 1989, “Efficient Capital Markets, Inefficient Firms: A Model of Myopic 
Corporate Behavior,” Quarterly Journal of Economics 104(4), pp. 655–669. 

#1 FV2000 Fischer, P. E., and R. E. Verrecchia, 2000, “Reporting Bias,” The Accounting Review 
75(2), pp. 229–245. 

#1 FZZ2018 Ferri, F., R. Zheng, and Y. Zou, 2018, "Uncertainty about Managers' Reporting 
Objectives and Investors' Response to Earnings Reports: Evidence from the 2006 
Executive Compensation Disclosures," Journal of Accounting and Economics 66(2-3), 
pp. 339–365. 

#1 AK2018 Armstrong, C. S., and J. D. Kepler, 2018, "Theory, Research Design Assumptions, and 
Causal Inferences," Journal of Accounting and Economics 66(2-3), pp. 366–373. 

#1 BCLL2020 Bertomeu, J., E. Cheynel, E. Li and Y. Liang, 2020. “How Uncertain is the market about 

managers' reporting objectives? Evidence from structural estimation,” Working Paper.  

Available at : https://scholarspace.manoa.hawaii.edu/handle/10125/64810 

#1 DS2004 Dye, R. A., and S. S. Sridhar, 2004. “Reliability-Relevance Trade-Offs and the 
Efficiency of Aggregation,” Journal of Accounting Research 42(1), pp. 51–88. 

#1 BGM2019 Beyer, A., I. Guttman, and I. Marinovic, 2019, “Earnings Management and Earnings 
Quality: Theory and Evidence,” The Accounting Review 94(4), pp.77-101. 

 

・参考ウェブサイト 

What is accounting research? (Brigham Young University) 

https://www.byuaccounting.net/mediawiki/index.php?title=What_is_accounting_research%3F 

 

分析的研究中心の学会： 

Accounting and Economics Society: https://www.accountingtheory.org/welcome 

 

個人： 

Jeremy Bertomeu, UC San Diego. Accounting Ph.D. seminar:  

https://sites.google.com/site/jeremybertomeu/ph-d-course 

 

Steven J. Huddart, Penn State University. ACCTG 597E Research Seminar in Analytical Models:  

http://www.personal.psu.edu/sjh11/Courses/ACCTG597E/index.shtml 

 

Robert M. Bushman, University of North Carolina. PhD Seminar:  

http://public.kenan-flagler.unc.edu/Courses/PHD/busi899/PhD%20Fall%202016/syl%20phd%20fall%202016.htm 


